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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜貫通型4スーパーファミリー（テトラスパニンファミリーとも呼ばれる）のメンバーです。これらのメンバーのほとんどは、4つの疎水性ドメインの存在を特徴とする細胞表面タンパク質です。これらのタンパク質は、細胞の発生、活性化、増殖、および運動性の調節に関与するシグナル伝達を媒介します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、非対称単位膜（AUM）に存在し、そこで他の膜貫通型4スーパーファミリータンパク質と複合体を形成します。このタンパク質は、膀胱上皮の正常な生理機能において、表層アンブレラ細胞の膜透過性の調節、またはAUM/細胞骨格相互作用を介した頂端膜の安定化に関与している可能性があります。また、腫瘍抑制にも関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、この遺伝子には複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	UPK1A ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して RAW264.7、PC-12 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。
	

	AMRe86801 を 1:1000 で使用してラットの腎臓組織抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

